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本紙は古紙配合率100%の紙に、植物性大豆油インキで印刷しています。10,900部作成し、一部当たりの単価は10.5円です。 

人
・
自
然
・
文
化
・
歴
史

な
ど
特
色
あ
る
地
域
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
、
ぬ
く
も
り
を

大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
め
ざ
す
た
め
、
基
本

理
念
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま

す
。

豊
か
な
心
と
安
心

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、

四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
歴
史
・

文
化
・
地
域
資
源
を
最
大
限

に
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
は
、
健
や
か
で

豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
質
の
高
い
快
適
な

生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

「
安
全
・
安
心
」
が
基
本
と
な

り
、
防
災
・
防
犯
・
環
境
・

健
康
・
子
育
て
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
お
い
て
「
安

全
・
安
心
」
を
確
保
し
、
豊

か
な
心
と
安
心
の
息
づ
く
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

き
ず
な

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ

る
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
お

互
い
を
理
解
し
な
が
ら
尊
重

し
、
さ
さ
え
あ
う
こ
と
で
、

家
庭
・
地
域
の
き
ず
な
が
深

ま
り
ま
す
。

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
、
地
域
の
個

性
を
活
か
し
た
特
色
の
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
世
代
を
超
え
た

き
ず
な
を
育
て
、
生
涯
を
通

じ
た
学
び
や
体
験
に
よ
り
、

笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

交
流
と
活
力

人
々
の
住
民
活
動
、
経
済

活
動
な
ど
の
に
ぎ
わ
い
と
活

力
が
、
持
続
可
能
な
未
来
に

輝
く
ま
ち
に
つ
な
が
り
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
住
民
自

ら
の
創
意
工
夫
に
よ
る
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
観

光
や
産
業
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
へ
の
幅
広
い
取
り

組
み
を
促
し
、
交
流
機
会
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

新
名
神
高
速
道
路
の
開
通

な
ど
に
よ
り
、
都
市
と
農
村

と
の
新
た
な
交
流
と
連
携
を

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
産
業
や
観

光
の
創
出
を
契
機
と
し
、
交

流
と
活
力
に
満
ち
た
何
度
も

訪
れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

施 策 の 大 綱

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念

まちの資源 

＜まちづくりの基本理念＞

第１節第１節
笑顔あふれるふれあいのまち笑顔あふれるふれあいのまち
猪名川　猪名川　 ～地域・生活～～地域・生活～

まちづくりの主役である住民の基盤整備を整える
とともに、参画と協働を一層進め、安全・安心をキ
ーワードに、犯罪が起きにくく災害に強いまちづく
りに取り組みます。
人権を尊重し、すべての人がともに支えあう共生

のまちづくりを推進し、人々の笑顔があふれ、豊か
で快適な生活を実現するまちづくりをめざします。

第２節第２節
こころ安らぐ自然に育まれたこころ安らぐ自然に育まれた
まちまち 猪名川　猪名川　 ～環境・景観～～環境・景観～

第３節第３節
いきいきと暮らせる健康長寿のいきいきと暮らせる健康長寿の
まちまち 猪名川　猪名川　 ～健康・福祉～～健康・福祉～

清流猪名川をはじめ、豊かな里山など、自然を身
近に感じることができる本町のすばらしい環境の中
で、都市との調和を図り、潤いと安らぎが感じられ
るまちづくりに取り組みます。
自然にふれあい、自然について学び、自然の尊さ

や自然と共生する心を育み、いつまでも季節の変化
を感じることのできる美しい環境づくりをめざしま
す。

高齢者や障がいのある人を地域でささえる仕組み
づくりなど、安全で快適に暮らせる環境づくりを進
めるとともに、町ぐるみで健康づくり活動を促進す
ることで、いつまでも元気でいきいきと暮らせるこ
とが実感できる健康長寿のまちづくりに取り組みま
す。
子育て世代が安心して子どもを産み育てることの

できる活力ある地域社会づくりを進め、子どもたち
が本町の特色である自然環境を最大限に活かし、健
やかに育つ環境づくりをめざします。

第６節第６節
人びとと行政がともに歩むまち人びとと行政がともに歩むまち
猪名川　猪名川　 ～行政運営～～行政運営～
行財政改革などによる効率的な行政運営と中長期

的な視点の行政経営に取り組むとともに、行政情報
の提供と情報公開を充実させ、住民とのパートナー
シップをさらに高めるためのまちづくりに取り組み
ます。
地域の特性を活かした政策立案や住民とともに課

題解決に取り組むため、町職員の意識改革を図り、
政策形成能力や企画調整能力などの資質向上、住民
ニーズに対応できる人材の育成に努めます。

第５節第５節
活力とにぎわいのあるまち活力とにぎわいのあるまち
猪名川　猪名川　 ～都市・産業・観光～～都市・産業・観光～

暮らしと経済を支える都市基盤の充実と多様な産
業の発展を推進し、活力とにぎわいのあるまちづく
りに取り組みます。
地域資源を活かした産業振興を図るため、農林

業・商業・観光産業などの有機的な連携により「い
ながわブランド」の創出をめざすとともに、それら
を町内外へ発信することにより、暮らす人・訪れる
人にとって魅力あるまちづくりをめざします。

第４節第４節
こころ豊かな教育・文化のまちこころ豊かな教育・文化のまち
猪名川　猪名川　 ～教育・文化～～教育・文化～
住民が生涯を通じて学ぶことのできる環境を整え

るとともに、子どもたちが豊かな自然環境や独自の
歴史・文化のもとで、思いやりの心や豊かな人間性、
自ら考え自ら学ぶ力を育てるまちづくりに取り組み
ます。
だれもがいつでも、気軽に学ぶことができるよう、

情報を提供し、機会や場を設け、人材を育てるなど
環境整備を進め、文化・歴史の保存と活用により、
「ふるさと猪名川」を次世代へ継承しながら、住民
の創意工夫による新たな文化の創造をめざします。

住みたい　訪れたい　帰りたい
ふれあいのまち

『ふるさと　猪名川』

まちの将来像（コンセプト）



ホームページアドレス（URL）http://www.town.inagawa.hyogo.jp 電子メールアドレス　koho@town.inagawa.lg.jp

総
合
計
画
は
、
本
町
の
め
ざ

す
べ
き
将
来
像
と
そ
の
実
現
に

向
け
た
重
点
的
な
取
り
組
み
、

具
体
的
な
施
策
の
方
向
性
を
示

す
も
の
で
、
町
全
体
の
各
種
計

画
の
最
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
総
合
的
か
つ
体
系
的
な
計

画
で
す
。
基
本
構
想
・
基
本
計

画
・
実
施
計
画
の
３
つ
で
構
成

さ
れ
ま
す
。

基
本
構
想
は
、
平
成
22
年
度

を
開
始
年
度
と
し
て
、
平
成
31

年
度
ま
で
の
10
年
間
を
目
標
と

し
ま
す
。

基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
前

期
と
後
期
が
あ
り
、
前
期
は
平

成
22
年
度
か
ら
同
26
年
度
ま

で
、
後
期
は
平
成
27
年
度
か
ら

同
31
年
度
ま
で
を
そ
れ
ぞ
れ
の

計
画
期
間
と
し
ま
す
。

実
施
計
画
に
対
し
て
は
毎
年

度
、
実
績
や
事
業
効
果
の
行
政

評
価
を
も
と
に
ロ
ー
リ
ン
グ
方

式
に
よ
っ
て
見
直
し
ま
す
。

ま
た
、
個
別
の
施
策
・
事
業

に
対
し
て
も
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
目
標
の
達
成
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
前
期
・
後
期
各
５

年
間
の
基
本
計
画
に
対
し
て

は
、
各
期
の
終
了
時
に
施
策
や

事
業
の
進
捗
状
況
を
評
価
し
、

総
合
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。計

画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

住
民
３
０
０
０
人
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
地
域

意
見
交
換
会
、
各
種
団
体
を
対

象
と
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を

通
じ
、
最
新
の
住
民
ニ
ー
ズ
、

生
活
実
態
、
地
域
で
抱
え
る
課

題
、
町
政
に
対
す
る
意
見
な
ど

の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。
町
で

は
、
第
四
次
総
合
計
画
の
進
捗

状
況
の
確
認
、
成
果
な
ど
の
整

理
や
課
題
の
抽
出
な
ど
幅
広
く

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
受

け
、
計
画
素
案
を
作
成
し
、
住

民
代
表
や
各
種
団
体
・
関
係
行

政
機
関
・
学
識
経
験
者
な
ど
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
総
合
計
画

審
議
会
の
審
議
を
経
て
策
定
し

た
も
の
で
す
。

�　総合計画策定のスケジュール　�

本町は、1970年（昭和45年）に「猪
名川町振興計画」を策定以降、まちづく
りの指針となる総合計画を定め、計画的
にまちづくりを進めてきました。
また、第四次総合計画（平成12年度

～同21年度）では、まちの将来像を
「人と自然がやさしくとけあい、未来に
輝くふるさと猪名川」と定め、住民・事
業者・行政が一体となり、まちづくりに
取り組んできました。
「第五次猪名川町総合計画」では、世

界的な経済問題、地球環境問題、国内に
おいての少子高齢問題、地方分権、雇用
不安などの今日的課題に対応するため、
これまでの本町の発展の歩みを確実に受
け継ぎ、まちづくりにかかわる全ての人
がともに歩む新たな第一歩として、総合
的、長期的な指針として策定します。

第
五
次
総
合
計
画
の
案
ま
と
ま
る

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
り
ま
す
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パパパパブブブブリリリリッッッッククククココココメメメメンンンントトトト
をををを実実実実施施施施

案案案案にににに対対対対すすすするるるる意意意意見見見見をををを募募募募集集集集
�募集期限　８月14日（金）
�意見提出対象者
町内に在住・在学・在勤の人

�資料の閲覧と意見提出用紙の配布
企画財政課、日生・六瀬住民センタ

ー窓口、および町ホームページ
�提出方法
指定の用紙に住所・氏名・連絡先と

意見を記入し、次のいずれかの方法で
提出してください。
○持参の場合 企画財政課、日生・六
瀬住民センター窓口
○郵送の場合 企画財政課（〒666－
0292 住所記入不要）
○ファックスの場合 企画財政課
（ＦＡＸ767－2255）
○ Ｅ メ ー ル の 場 合 企画財政課
（kikaku＠town.inagawa.lg.jp）

※Ｅメールの件名を「第五次総合計画
（案）に対する意見」としてください。
※電話によるご意見の提出には応じか
ねます。あらかじめご了承ください。

計
画
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次

総
合
計
画
の
進
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総
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計
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経
過
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企
画
財
政
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　今後10年間にめざすべきまちづくりの
基本理念と将来像を明確にするとともに
、その実現に向けたまちづくり構想の大
綱を示すものです。 

　基本構想に基づき実施していく部門ご
との施策の体系と施策の概要を示すもの
で、前期基本計画と後期基本計画で構成
します。 

　基本計画に基づき実施していく施策を
具体的にした計画で、向こう３カ年を期
間とするローリング方式により策定し、
本計画の進行管理を行います。 

平成22年度 平成27年度 平成31年度 

実
施
計
画 

基
本
計
画 

基
本
構
想 

前期基本計画 
後期基本計画 

３カ年のローリング計画 

10年間 

5年間 
5年間 

平成20年５月
○住民3,000人を対象にしたアンケート実施
○プロジェクトチームが発足

同年６月
○各まちづくり協議会・各種団体を対象に
した意見交換・ヒアリングを実施

同年12月
○総合計画審議会での審議を開始

平成21年３月
○部会での審議を開始

同７月
○パブリックコメントを実施

同12月
○議会へ上程（予定）

平成22年４月
○第五次総合計画スタート

＜総合計画の構成＞

▲総合計画審議会の様子


